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審 査 の 要 旨 
１ 批評 
 ロシアを除く旧ソ連地域において、ソ連邦解体を契機として生まれた社会言語学的な大きな変化の１つは、
脱ロシア語化とそれに伴う基幹民族語の復権である。その中で現在ベラルーシだけがロシア語優位社会を維持
し、基幹民族語のベラルーシ語がユネスコによって危機言語に認定されるという特異な言語状況にある。本論
文は、その言語状況について言語政策などの観点から構造的な解明を試みたものである。 
 本論文の優れた点は、基幹民族語である標準ベラルーシ語が独立後のベラルーシ社会に普及・浸透していか
ない現状について、先行研究とは異なる視点から、すなわち、言語政策における地位計画、実体計画、普及計
画という３つの観点から精緻な整理と考察を行い、国家主導によるベラルーシ語の普及を妨げる複雑かつ多様
な要因とそれらの構造的関係性を明らかにし、その帰結である国家主導のベラルーシ語普及の限界を指摘した
ことである。具体的には、次の点が評価に価する。地位計画では、ソ連時代と独立後の憲法及び言語法の変遷
を時系列に整理しながら、全ての条文・条項を検討・分析し、ベラルーシ語の国家語としての法的地位と実質
的地位の乖離の原因を究明したこと。実体計画では、ベラルーシ語の標準語化過程で生じた、競合・対立する
２つの文法規範である「公的規範」と「タラシケヴィチ規範」の関係性について詳述したこと。また現在ベラ
ルーシ国内で唯一法的に認められている「公的規範」の存在が、国内外に一定の支持者と社会的権威を持つ「タ
ラシケヴィチ規範」によって脅かされていることを指摘したこと。さらにこれらの２つの規範の正書法や文法
規則上の相違点を体系的に明示したこと。普及計画では、現在ベラルーシ語が初等・中等教育から高等教育段
階まで必修言語になっている状況下でロシア語が教授言語になるケースが大多数である理由として、教育段階
が上位に進むほどベラルーシ語による教育体制が未整備であることなどを挙げて、ベラルーシ国民（親）の多
くが「（子どもが）ベラルーシ語による教育を受ける権利」の行使を望んでいないことを統計資料の分析と独
自のアンケート調査の結果から説明したこと。 
 このように言語政策の研究手法や視点を全面的に取り入れた、ベラルーシ共和国のベラルーシ語を取り巻く
言語状況・言語政策に関する総合的な研究は国内外においてなく、その意味で本論文は学術的に価値の高い独
創的な研究であると評価できる。 
 だが、本論文に問題点がないわけではない。例えば、トラシャンカ（ベラルーシ語とロシア語の混成語）の
実態については、深い掘り下げがなされておらず、議論としては不十分である。トラシャンカの本質に迫るた
めには、今日のベラルーシ農村部でのトラシャンカの使用実態とその言語的特徴、家庭でのトラシャンカの使
用実態とその特徴の解明を目的とするフィールドワークを行い、そこで収集した音声言語資料や聴き取り調査
資料に基づく考察と記述が必要不可欠である。こうした問題点については、著者自身も十分に自覚しており、
これからの発展的な研究を通じて解決していくものであり、本論文の学術的価値を損なうものではない。 
 
２ 最終試験 
  平成２９年１０月２７日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、
本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一
致で合格と判定された。 
 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を
有するものと認める。 
